
（ 1） 令和元年12月５日 第107号慧 林 寺 便 り
　

皆
様
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
来
年
開
催
さ
れ
ま
す
東

京
五
輪
の
マ
ラ
ソ
ン
・
競
歩
が

札
幌
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

大
変
喜
ば
し
い
事
で
は
あ
り

ま
す
が
、
予
定
さ
れ
て
い
る
日

程
が
八
月
の
盆
参
り
と
重
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
交
通
規
制
等

に
よ
り
円
滑
に
お
参
り
に
伺
え

な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
北
海
道
で
は
あ
ま
り
聞
き

重
要
な
お
知
ら
せ

な
じ
み
が
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
来
年
は
旧
暦
の
七
月
盆
も

活
用
し
、
お
盆
参
り
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
選
定
な
ど
は
四
月
頃

と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ

か
ら
準
備
を
し
て
は
、
七
月
の

調
整
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
今
号
よ
り
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂
き
た
く

御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
月
一
日
～
八
月
九
日
ま
で

の
盆
参
り
を
七
月
に
移
動
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

北
広
島
・
恵
庭
・
江
別
・

岩
見
沢
・
手
稲
区
・
西
区
・

石
狩
市
・
厚
別
区
・
中
央

区
・
白
石
区
（
東
札
幌
・

菊
水
・
川
下
・
川
北
）
東

区
・
北
区
・
豊
平
区
（
月

寒
西
・
月
寒
東
・
月
寒
中

央
）
豊
平
区
（
平
岸
・
旭

町
・
水
車
町
・
中
島
）

右
記
の
地
域
の
方
が
対
象
で

す
。

※
尚
、
例
年
通
り
、
祥
月
命
日

は
期
間
中
も
お
参
り
に
上
が
り

ま
す
が
、
渋
滞
等
で
遅
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

又
、
七
月
の
月
参
り
の
お
休

み
を
お
願
い
す
る
事
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
重
ね
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
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来
る
令
和
２
年
１
月
９
日

（
木
）
午
後
１
時
よ
り
、
慧
林

寺
一
階
ホ
ー
ル
に
て
新
年
交
礼

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
好
評
の
美
味
し
い
食
事

と
豪
華
な
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
や
余
興
の
他
に
、
新

年
餅
つ
き
大
会
も
開
催
致
し
ま

す
。
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る

新
年
交
礼
会
に
皆
様
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
当
日
の
定
例
法
座
は
午

前
11
時
よ
り
お
参
り
が
あ
り
ま

す
。
年
初
め
の
定
例
法
座
で
す

の
で
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

会
費　

３
千
円

　

ご
参
加
希
望
者
は
、
年
末
ま

で
に
寺
務
所
ま
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
、
恒
例
の
除
夜
の
鐘
が
目

前
に
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

　

毎
年
好
評
の
年
越
そ
ば
や
甘

酒
も
充
分
用
意
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
賞
味

下
さ
い
。

　

12
月
31
日
午
後
11
時
45
分

頃
、
御
住
職
の
第
一
打
、
副
住

職
の
第
二
打
に
続
き
、
お
並
び

の
御
門
徒
様
か
ら
順
番
に
鐘
を

打
ち
ま
す
。
夜
空
に
響
く
鐘
の

音
に
、
過
ぎ
し
一
年
の
思
い
と

来
年
の
希
望
が
交
差
す
る
清
ら

か
な
瞬
間
で
す
。

　

修
正
会
は
午
前
０
時
15
分
頃

か
ら
本
堂
に
て
始
ま
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
御
門
徒
様
と

ご
一
緒
に
新
年
を
お
迎
え
し
た

い
も
の
で
す
。

除
夜
の
鐘
と

修
正
会
の
ご
案
内

除
夜
の
鐘
と

修
正
会
の
ご
案
内
新
年
交
礼
会
＆
餅
つ
き

大
会
開
催
の
ご
案
内

新
年
交
礼
会
＆
餅
つ
き

大
会
開
催
の
ご
案
内

　

去
る
10
月
十
五
日
に
第
７
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
エ
ル
ム

パ
ー
ク
西
の
里
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
17
名
で
、
大
会
終
了
後
に
は
皆
さ
ん
と
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
を
囲
み
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

優
勝

　
　

多
田　

慶
一
様

女
性
優
勝

　
　

風
間　

信
子
様



（ 3） 令和元年12月５日 第107号慧 林 寺 便 り

婦
人
会
だ
よ
り

　

去
る
10
月
30
日
、
令
和
元
年

度
慧
林
寺
婦
人
会
報
恩
講
並
び

に
会
員
物
故
追
悼
法
要
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。

　

御
生
前
、
聴
聞
に
は
げ
ま
れ

婦
人
会
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
を
偲
び
お
参
り
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
ご
住
職
に
御

法
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

終
了
後
、
総
会
に
移
り
、
決

算
報
告
、
監
査
報
告
に
続
き
次

年
度
の
婦
人
会
行
事
予
定
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
11
月
～
令
和
元

年
度
10
月
ま
で
の
物
故
者

会
員�

（
敬
称
略
）

塚
本　

和
子

○
婦
人
会
費

　

年
４
回
、小
冊
子
『
さ
く
ら
』

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

年　

２
５
０
０
円

　

新
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

　

上
の
表
は
令
和
二
年
度
の
年

回
法
要
に
当
た
る
死
亡
年
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　

年
回
法
要
は
祥
月
命
日
の
当

日
か
、
そ
れ
よ
り
早
め
に
お
勤

め
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
ま

た
二
十
三
回
忌
と
二
十
七
回
忌

を
併
せ
て
二
十
五
回
忌
に
お
勤

め
さ
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　

亡
き
人
の
報
恩
を
忍
び
、
家

族
・
親
類
が
仏
前
に
集
い
、
仏

縁
を
通
し
て
仏
教
の
教
え
を
戴

き
ま
し
ょ
う
。

回・忌 死　亡　年 回・忌 死　亡　年

１周忌 令和元年（2019年） （23回忌） 平成10年（1998年）

３回忌 平成30年（2018年） 25回忌 平成８年（1996年）

７回忌 平成26年（2014年） （27回忌） 平成６年（1994年）

13回忌 平成20年（2008年） 33回忌 昭和63年（1988年）

17回忌 平成16年（2004年） 50回忌 昭和46年（1971年）

令
和
二
年
度　

年
回
法
要
表
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◉
声
明
講
習
会

　

12
月
９
日
（
月
）

　

１
月
10
日
（
金
）

　

２
月
10
日
（
月
）

　

午
前
11
時
よ
り
１
時
間
程
度

練
習
致
し
ま
す
。

　

25
日
の
婦
人
会
定
例
の
前
に

も
自
習
と
な
り
ま
す
が
声
明
講

習
が
ご
ざ
い
ま
す
。

◉
お
み
が
き
のお

手
伝
い

　

12
月
23
日
（
月
）

　

午
前
９
時
よ
り

　

年
末
の
お
忙
し
い
中
、
誠
に

恐
縮
で
す
が
、
お
み
が
き
等
の

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
初
雪
が
遅
か
っ
た
で

す
ね
。

　

だ
ん
だ
ん
と
寒
さ
も
厳
し
く

な
り
ま
す
。
皆
様
お
体
に
気
を

つ
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

◉
維
持
費
・
管
理
費

の
納
入
の
お
願
い

　

御
門
徒
の
皆
様
に
は
厳
し
い

経
済
状
況
の
中
、
寺
の
健
全
運

営
に
御
理
解
・
御
協
力
を
賜
り

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
年
、

維
持
費�
年　

９
０
０
０
円

浄
蓮
堂
（
納
骨
堂
）
を
お
持
ち

の
方
に
は
管
理
費
と
し
て

　

年　

５
０
０
０
円

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
令
和
元
年
度
納
骨
堂
管

理
費
が
未
納
の
方
に
は
郵
便
振

替
用
紙
を
同
封
し
て
あ
り
ま

す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
今
年
度

中
に
納
入
下
さ
い
。

◉
年
末
年
始
の
休
み

　

12
月
29
日
か
ら
１
月
４
日

迄
、
月
参
り
は
お
休
み
と
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。
休
み
期
間
中
の

月
忌
参
り
の
御
門
徒
様
に
は
日

に
ち
を
変
更
し
て
お
参
り
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

尚
、
祥
月
・
年
忌
法
要
等
の

臨
時
法
要
に
は
お
伺
い
致
し
ま

す
。◉

『
百
ひ
ゃ
く
ぶ
つ
ひ
ゃ
っ
か
し
ょ
う

佛
百
花
抄
』

　

ご
好
評
頂
き
ま
し
た
、
慧
林

寺
副
住
職
の
ご
実
家
で
あ
る
妙

清
寺
、
ご
住
職
の
本
多
良
之
氏

の
第
二
弾
が
一
月
よ
り
発
売
い

た
し
ま
す
。
本
多
氏
が
描
い
た

絵
葉
書
と
分
か
り
や
す
い
法
話

を
一
冊
の
本
に
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
皆
様
お
手
に
と
っ
て
み
て
下

さ
い
。

一
冊　

１
０
０
０
円


